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池田地域 地区懇談会における 

主な意見と回答を報告します 
 

 「令和元年度主要事業について」をテーマに開催した地区懇談会での主なご意見とその回答をまとめました

のでご覧ください。 

※このまとめは 8 月 6 日（火）時点のもので、いただいたご意見のいくつかは、現在も各担当課が鋭意対応を

進めています 

日 時：令和元年 5月 29日（金） 午後 7時～ 

場 所：池田町屋公民館 

●質問 避難情報はどこが発表しますか。また、避難情報を出す基準は何ですか。 

災害対策本部の責任者である市長が出し、全ての責任は市長が負います。多治見市はタイムラインに則って、

事前に準備をしたうえで的確な判断で避難情報を出します。 

 

●ご意見 避難をする時に体が弱い方は避難所まで行くのに大変です。車いすや担架が避難所にあると良いと

思います。 

対応について検討します。また、避難時における地域全体での相互協力をお願いします。 

現在の避難情報は、「避難勧告」「避難指示（緊急）」を発令する前に、高齢者や障がい者など避難するのに

時間がかかる方の早期避難を促すための「避難準備・高齢者等避難開始」が発令されます。避難に時間がかか

る方（又はその指導）については、早めの避難をお願いします。 

 

●質問 市への提出書類を地区事務所から担当課へ送るよう依頼したところ、個人情報を含んだ書類が公民館

にも渡ってしまいました。どのような指導をしていますか。 

そのようなことがあれば市長としてお詫び申し上げます。公文書、個人情報の取扱いについては指導を徹底

してまいります。 

 

●ご意見 小学生が交通量の多い横断歩道を通ります。ボランティアの方に協力してもらっていますが、非常

に危険を感じながら横断しています。信号機の設置を要望します。 

要望書として市へ提出をお願いします。ただし、市内でこのような要望は多くあります。その中で優先順位

を検討していきます。 

 

●質問 市長は選挙に出たときにマニフェストを出しましたか。また、それをＰＲ、周知しましたか。 

マニフェストは作成しましたが、公職選挙法により、立候補者 1名で無投票の場合、告示日の翌日以降マニ

フェストを配ることはできません。マニフェストの内容は総合計画の中に反映しています。 

 

●質問 2年前の地区懇談会で、「避難経路が危険区域に入っている」ことについて指摘しました。その後の進

捗状況はどうなっていますか。 

危険区域については国、県が指定をします。その後の整備や対応については市町村が行います。災害が起こ

りやすいところから優先順位をつけて整備をしていきます。 

回 覧 
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●質問 リニア残土について、有害物質の検査結果を教えてください。 

ＪＲ東海との協定に基づき対応します。まだ残土が搬入されていないため検査結果はありませんが、有害な

残土を持ち込むことは認めません。 

 

●質問 川崎市で大きな殺傷事件がありました。多治見市では子どもを守るためどのような対策をとりますか。 

不審者情報を防災無線、緊急メールで伝える。また、学校職員、ＰＴＡ、地域が連絡を取り合い、見守りを

します。また、通学路におけるブロック塀や危険箇所の安全点検を実施しています。 

 

●質問 名古屋市と比べ多治見市の福祉サービスは不足しています。昔と比べても福祉サービスがあまり充実

していないように感じます。どのようにお考えでしょうか。 

障害を持つ方たちをいち早く発見し、しっかりサポートしていくシステム作りをしていきます。また、働く

場所の提供やサービスの充実について、多治見市として何ができるのか検討していきます。 

 

●ご意見 地元の保育園に入れず、距離のある園に通う子どもがいます。どのような順序で入園を決めている

のでしょうか。また、地元の方優先で入園できませんか。 

保育園は両親の仕事の状況、保育に携われる時間など考慮して保育園のマッチングを行っており、地元優先

枠はなかなか難しい状況です。 

 

●質問 昨年の喜多町の史跡公園内の樹木の剪定について要望を提出しました。一度剪定をしていただきまし

たが、その後また樹木が伸びています。市の管理はどのようになっていますか。 

全ての公園をきれいに整備し、市道を穴なしにするということは極めて困難です。公園愛護会や、地域の方

でできる限り協力し合い、公園を大切にしていただくようにお願いをしております。 

 

●質問 土岐川の水害対策について、掘削工事で間違いありませんか。 

掘削工事です。水害対策のため川底をさらって低くする工事です。 

 

●質問 池田保育園から池田小学校へ行く子どもが少ないです。地元の子を地元に通わせることはできないで

しょうか。 

地元の子を、地元枠を設けて通わせることは極めて困難です。枠に入れた方は良いですが、漏れてしまう方

もいます。入園希望者の状況を考慮し検討したうえで決定します。小学校については校区を明確にします。 


